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受験者数 61 67 
平均得点 70.48 75.39 
標準偏差 17.75 14.65 
最低点 25.2 39 








受験者数 47 76 
平均得点 73.33 80.67 
標準偏差 17.37 20.32 
最低点 26.3 32.64 













































































スポーツマネジメント論 280（221）／ 81 17.86 ／ 22.04％ 
スポーツ経営学 360（340）／ 87 25.71 ／ 29.56％ 
スポーツマーケティング 130（119）／ 49 9.29 ／ 18.96％ 
表8　Zoomによる同期型授業への出席者数
＊＊＊ 相関係数の計算に使用したデータは期末テス
ト未受験者を除いた数値
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授業にあえて出席しないことが想定される。
アンケートの自由記述でも「オンデマンド式
なので自分の空いている時間にどんどん進め
ることができ、時間に余裕を持たせて進める
ことが出来てよかったと思う。」「オンデマン
ドなのでいつでも学習できるので、学習に
取り組みやすかった。」など、非同期分散型
授業の利点を挙げている学生が少なくなかっ
た。学習教材に対する評価について、安達は、
eラーニングを用いたブレンド型授業の学習
ログデータを活用し、利用状況と授業後ア
ンケートの結果を基に学習活動を分析してい
る。その中で「対面授業ではなくオンライン
教材や議論の機会へのアクセスが学習到達度
に有効に寄与することがわかり、今回の実践
で行った補完型ブレンディッドラーニングの
有効性と限界が明らかになった」と指摘して
いる7）。
　一方で、Zoomによる同期型授業に積極的に
参加しない学生が、ブレンド型の授業に対し
て低い評価をしているわけではない。事実、
授業終了後に実施したアンケートでは、今後
もオンデマンド型授業とZoomなどを活用した
同期型授業をブレンドした授業を希望してい
る学生が、全体の34.6％を占めていた。表９は、
アンケートの自由記述に記載されたZoomに
よる同期型授業に関連する記述である。これ
らの記述からも、困ったときには同期型授業
があるという心理的安心感が作用しているこ
とが推察できるが、この点については、別な
視点から分析を試みる必要があるだろう。
　結果の項でも示したが、同期型の授業をブ
レンドした後期授業と実施しなかった前期授
業では、３科目共に前期授業と後期授業の
期末テストの得点に有意な差は見られなかっ
た。その一方で、確認テストや課題レポート
については、３科目共に有意な差が見られた。
この結果から、ブレンド型授業は期末テスト
の得点アップ効果は期待できないが、確認テ
ストや課題レポートの得点アップ効果は期待
できるという結論は早計である。
　確認テストや課題レポートには、受験や提
出がZoomによる同期型授業実施から６日以
内という締切日が設定されていた。そのた
め、学習者がこれらのタスクを完了するため
には、能動的に学習に取り組む必要があった。
このことは、学習管理システムに記録された
ログデータの上位２項目が、確認テストと課
題レポートに費やされていることからも推察
できる。
性別（学年） コメント（原文）
男性（２年生） 
授業はオンデマンド型なので自分の空いてる時間に授業を受けることができるの
でとてもやりやすかった。またズームの開いてくださっていたので見ただけでは
分からなかった物も聞くことができるので良かった。
男性（４年生） オンデマンドでありながらZoomで毎週講義があったのが安心感があった。
女性（２年生） 
オンデマンドが基本だが、Zoomも活用して質問をできるようにしたり、生徒思
いな授業でした。オンデマンドの資料もとてもわかりやすく、学びやすかったで
す。ありがとうございました。
男性（３年生） オンデマンド型の授業であったがZoomでも授業を行ってくれることで自分だけではわからないところも理解できたしとてもやりやすい授業でした。
男性（３年生）
じゅうぶん分かりやすく学習しやすかったので特に不満は無い。一つあるとすれ
ば、課題に必要な部分だけズームで説明し、各パートの終了後に確認テストを入
れていけばもっと分かりやすく学習できるのではないかと思った。
男性（３年生）
オンデマンド型で理解できないやつが出てくると大変だった。Zoomで前回の復
習があるとわかりやすいと感じた。それ以外は、オンデマンドの良いところを生
かして学習できた。
表9　アンケート自由記述（Zoom授業関連抜粋）
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　この点については、アンケート結果や項目
間の相関結果においても散見される。前者に
ついては、オンデマンド型授業のデメリット
について「自己管理できなければ学習をうま
く進められない」（52名）という項目が一番多
く選択されていた点である。冨永らは「学習
者の自己調整学習方略（self-regulated learning 
strategies）が学習に影響を与えることは広く
認識されている。特に、学習者の都合の良い
時間・場所で受講できる非同期型のeラーニ
ングにおいては、学習者が自身の学習をコン
トロールする力が必要である。」6）と指摘し
ているが、同様なことを学生は感じていたこ
とがわかる。
　後者については、確認テストと課題レポー
トの得点に関する相関が高かった点である。
知識の定着を問うている期末テストや確認テ
ストとは異なり、課題レポートは、その授業
回で学習した内容を活用して課題を考える内
容となっていた。そのため、能動的に学習に
取り組む必要性と、締め切りまでに課題を作
成するための時間管理も必要となる。そうい 
った活動が、学生の学習行動に何らかの影響
を及ぼした可能性は高い。
　Zoomによる同期型授業への出席数と期末
テスト、確認テスト、課題レポートの得点と
の関係については、弱い正の相関が見られた
スポーツマーケティングの出席数と課題レ
ポート以外では、ほとんど相関が見られなか 
った。
　学習者全体では確認テストや課題レポート
には相関が見られていたことを考えると、授
業への出席という要素は、学習成果へとつな
がる大きなポイントにはなっていなかった。
このことは先にも指摘した通り、教材の特性
に依存するところが大きかったと考えられ
る。
　今回使用した教材を事前事後的に活用し、
Zoomによる同期型授業では課題に取り組む
といった流れで授業を進めた方が、学生に
とっては集中して臨めた可能性がある。こ
の点は、科目の成果をどのレベルに置くのか
にも依存する。必要な知識や理論を理解する
というレベルならば、むしろオンデマンド型
授業の方が学生にとっては有意義だったかも
知れない。一方で、学習した知識を活用する
というレベルを目指すならば、同期型の授業
内でそういった機会を設ける必要があるだろ
う。
Ⅷ．まとめ
　本研究において明確になったのは、以下に
示した５点であった。
•オンライン学習の中心は、トップ画面の次
の階層となり各コンテンツへの分岐となる
科目のトップ画面を除けば、確認テストと
課題に関するコンテンツで全体の７割を占
めていた。コンテンツ単体では、（科目トッ
プ画面を含めて）確認テストに関するもの
が全体の１／３を占め、次いで課題、教材
閲覧の順であった。
•Zoomによる同期型授業への出席者は、各
科目の全履修者の２割程度であった。換言
すれば、全履修者の２割前後は従来の対面
型の授業を好む傾向があると表現できる。
オンライン授業への出席が伸びなかった背
景には、出席が任意であった点も大きいが、
教材のみで十分に期末テストや課題レポー
トに対応できる内容になっていた点も大き
い。
•全履修者の８割が非同期分散型の利点を享
受していたにも関わらず、Zoomによる同
期型授業を好意的にとらえていた。次回以
降もこの学習形態を希望している学生が多
く、彼らの大多数は、オンライン授業に対
して否定的なイメージを抱いていなかっ
た。
•2020年度後期に実施した、オンデマンド型
授業にZoomを用いた同期型オンライン授
業を加えたブレンド型授業は、前期に実施
したオンデマンド型のみの授業と比較した
場合、期末テストの得点には効果が見られ
なかったが、それぞれの授業回の復習とし
て実施した確認テストや、その授業で学習
した内容を活用する課題レポートの得点に
は、一定の効果が見られた。
考察でも触れたように、今回の研究結果だ
けではこの点のみがZoomによる同期型オ
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ンライン授業を加えたブレンド型授業の効
果であるとは言い切れない。むしろ締切日
が設定された中で確認テストの受験や課題
の作成に取り組まなければならない授業構
成にあった可能性が高い。
•Zoomによる同期型授業への出席数と期末
テスト、確認テスト、課題レポートの得点
との関係は、弱い正の相関が見られたス
ポーツマーケティングの出席数と課題レ
ポート以外では、ほとんど相関が見られな
かった。
Ⅸ．課題
　今回の研究では、分析の主な対象を期末テ
ストや確認テストの得点とした。各項目の得
点は客観的データではあるが、実際の学習で
は、その他の要素も影響していることが十分
に考えられる。学習管理システム上の学習履
歴（学習時間やアクセス数等）の活用はその
１つである。また、教材の内容についても同
様である。対面授業補償型を基盤としつつも、
学習者がもう少し能動的に取り組める教材や
学習方法を取り入れる必要があるだろう。
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